














































第 2 章 「社会的諸条件」と社会倫理































































































第 2 章は準備的考察であり、デューイの倫理学の検討を通して、「倫理 J が個人の心理
的動機の観点からではなく行為の社会的結果という観点から捉え直されていることを指摘
している。




第 4 章ではさらにすすんで、後期デューイの著作から「セルフアクション J I インター
アクション J I トランズアクション」という三つの概念の規定と区別をおこない、トランズ
アクションが社会の状況を指し示すばかりではなく、社会把握の方法論としても再措定さ
れていることを明らかにしている。この解明は、社会学がこれまで展開してきた相互行為
論に対する批判的含意に富んだ新知見であり、本論文の中でも最も示唆的な考察となって
いる。
第 5 章では、従来は論理学として読まれがちだった「探究」に関するデューイの論理を、
以上をふまえた公衆の課題として捉え直し、「参加」や「民主主義」に対するその含意を探
っている。
第 6 章は結論であり、全体をまとめるとともに、残された理論的・実践的な課題と今後
の展開可能性について整理している。
以上要するに本論文は、原典研究を通じて倫理の社会性に関する考察を徹底することに
より、日常の生活営為や相互行為の理解ないし規定そのものがトランズアクションの探究
を要請することを指摘したもので、現代社会におけるコミュニケーションの様態と学習の
課題を明らかにしており、今後の情報科学の発展に寄与するところが少なくない。
よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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